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あだち
の

夢 をの
せ て バル

セ

ロ ナへ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定

い
よ
い
よ
7
月
2
5日
か
ら
'始
ま
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
。
ク
。
様
々
な
競
技
で
瀰
f
選
考
会
が
行
わ

れ
、
次
々
と
代
表
潛
f
が
決
定
す
る
中
、
。舌
茵
か
ら
も
空
岡
京
太
さ
ん
(
2
0歳
、
花
畑
在
住
)
と
售
澤

利
彰
さ
ん
(
1
6歳
、西
竹
の
塚
在
住
)
の
2
人
が
五
輪
代
表
競
泳
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
足
立
区
の
、
そ

し
て
日
本
の
代
表
潛
于
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
2
人
を
、
皆
さ
ん
で
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

空岡　京太さん
( 背 泳 ぎ)

倉澤　利彰さん
( 個人メ ドレー)

共
に
第
十
四
中
学
校
を

卒

業
。
現
在
練
習
に
通
っ
て
い
る
N
A
S

ス
イ
ム
ス
ク
ー
ル
花
畑

で
は
、
貝
癶
旡
輩
後
輩
、
良
き

ラ
イ
バ
ル
同
士
の
窯
饗

ん
と

倉
澤
'「
ん

。
そ
の
冫
人
に
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
の
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

精
一
杯

頑
張
る
だ
け

「
大
学
3
年
生
の
僕
に
と
っ

て
、
こ
れ
が
最
初
で
最
後
の
万

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
莎
夕
か
も
…
。

卒
業
し
て
し
豕
'
ほ
、
今
ま
で

の
ぷ
7
な
練
習
環
境
が
保
て
る

か
ご
冫
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で

す
。
だ
か
ら
、
精
一
杯
頑
張
る

だ
け
…

と
に
か
ぐ
頑
張
る
だ

け一に夛
」
と
2
岡
さ
ん
。

「
子
供
の
こ
ろ
か
ら

の
夢
だ
っ
た
…

」

と
翕

環

兀

。
「
世
界
の
ト
ッ

プ
ス
イ
マ
ー
と
は
1
0
秒
以
上
の

タ
イ
ム
第
が
あ
旦

手

か

、
目

標
は
決
勝
進
出

。
そ
し
て

、
こ

れ
を
ス
テ
ッ
プ
に

、
次
の
ア
ト

ラ
ン
タ
で
は
メ
ダ
ル
夸
:

」　

今
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
、
そ
し

て
世
界
に
、
熱
い
衷

浤

」
極

向
け
て
ほ
ぱ
な
J
i
f
V
Jし
て
い

る
空
岡
齏
夕

籥
澤
さ
へ

そ

の
力
強
い
翼
に

、
メ
ダ
ル
箋
得

へ
の
期
待
が
ふ
ぐ
ら
み
求
す
。

メダル獲得に向け て、 力強い ストロークの倉澤さん

那
須
区
民
保
養
所
(
仮
称
)

平
成
5
年
7
月
オ
ー
プ
ン

予
定

真
青
な
?
に
白
煙
素
心

び
か
せ
る
那
須
岳
、夏
の
原

風
。
冬
の
雪
、
四
季
折
々
の

草
花
な
ご
目
然
の
宝
單
卜

那
須
。
そ
の
那
須
に
。
区
で

は
、
区
民
の
た
め
の
高
原
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

屈
須
区
民

保
養
所
(
仮
称
)
」の
建
設

を
進
め
て
い
ホ
す
。
場
所
は

那
須
高
原
の
甲
腹
、
顋
溺

用
邸
の
す
ぐ
そ
ぱ
(
栃
木
県

那
須
郡
那
須
町
大
字
湯
本
字

新
林
2
0
6
)。敷
地
内
に
は
2

つ
の
沢
が
流
れ
、
コ
ナ
ラ
の

群
生
林
の
斜
面
と
乳
白
色
の

温
泉
が
特
徴
で
す
。

若
い
世
代
に
も

那
須
区
民
保
養
所
(
仮
称
)

は
、
地
上
2

階
、
地

下
1

階
、
延
べ
床
面
埒

穹

千
8
9
8

㎡
の
規
模
で
罵

客
室
は
和

室
1
7
室
、和
洋
室
5

室
の
全
2
2

室
で

、定
員
は
1
2
0人
。
和

洋
室
の
冫
?
壼
ほ
、身
障

者
の
方
の
た
め
の
バ
ス
付
で

す
。和

洋
苳
冨
ひ
た
の
は
、

若
い
世
代
に
、
今
ま
で
以
上

に
も
っ
と
莉
用
し
て
も
ら
お

う
と
い
三
君
い
で
チ

。

浴
室
に
は
温
泉
浴
、
気
泡

浴
、
ほ
温
浴
、
サ
ウ
ナ
を
設

け
、
天
井
が
高
べ

明
る
く

開
放
的
な
空
間
と
な
り
ま

す
。食

事
は
、
和
食
・
洋
食
を

選
択
で
鳶る
レ
ス
ト
ラ
ン
形

式
で
す
。

浴
靡
と
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

日
帰
り
吝
に
も
、
利
用
で
き

ぶ
っ
に
す
る
予
定
で
す
。

あ
ふ
れ
る

リ
ゾ
ー
ト
感
覚

テ
ー
マ
は
、
「
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
」
。
自
然
林
の
中

で
森
林
塰
″楽
し
め
る
散
策

路
、
盜
長
け
刄
今
ス
の

あ
る
ロ
ビ
ー
、
沢
に
か
か
る

渡
り
廊
下
。
自
然
林
を
毆
め

な
が
ら
の
ち
ょ
つ
4
リ
ッ
チ

な
食
事
…
。
那
須
の
気
候
や

敷
地
の
特
徴
、
自
然
の
素
材

を
生
か
し
、
自
然
と
見
事
に

調
和
し
た
、日
常
の
牛
店
で

は
味
わ
兄
な
い

空
間
を
つ
く
り

卜
?
甼
。

ま
た
、
周
辺

に
は
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
や
牧

場
、
n
ん
ご
つ

湖
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
・
ポ
イ
ン

ト
も
点
在
す
る

ほ
か
、
テ
ニ

ス
、
ス
キ
ー
。

ゴ
ル
フ
等
の
施

譽
泥
実
。
思

い
思
い
の
リ
ソ

I
ト
ラ
イ
フ
が
楽
し
め
ま

す
。平

成
5
年
1
月
丁
卜
耳
慣

れ
た
气

見
慣
れ
盈
冢
忘

れ
て
ご
呎
迚
も
「菱

皮

民
保
養
所
(
仮
称
)
」
に
出

か
け
刄
な
眷
ん
か
。

※
利
用
甲
し
込
み
方
法
は
、

平
成
5
年
4
月
晋
竹
の
「
あ

だ
ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し

毒
罵

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
地
域
振
興
課
施
設
係
　

　
(
a
)
5
f
l

那須区民保養所　完成予想模型

ワンポイントアピール

- 新しいプチテラスが

オープン-

婁

吊

の
緑
と
ゆ
と
り
の

ふ
れ
あ
い
空
間
十

プ
チ
テ

ラ
ス

。
今
回
、
新
た
に
次
の
4

ヵ
所
が
牙
I

プ
ン
し
ま
し

た
。
ち
ょ
つ
と
し
辺
7
2
J

わ
せ
場

所
と
し
て

、
ご
近
町

の
万
と
ゆ
っ
く
愆
碩
写

恚

場
所
と
し
て

、
ぜ
ひ
ご
利
用

ぐ
だ
さ
い

。

□
千
住
三
丁
目
プ
チ
テ
ラ
ス

[琺

彼

導

ぷ

糟
と
し
て

栄
喬

往

時
を
し
の
び
、
東

京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
巻
物

「
岑

存

列
ご
癶

ネ
ル
に

再
現
し
ぷ

罘

し
次
に処

。

千住三丁目プチテラ ス

□
関
屋
の
里
プ
チ
テ
ラ
ス

隅
田
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
池
を
甲
心
に
、
葛
飾

北
斎
の
北
蒼
漫
画
に
よ
る
方

位
盤
を
敷
地
に
は
り
ま
し

た
。
磑
癡
中
国
逗

輯
か

ら
、
青
龍
は
東
、
白
虎
は

す
じ
争
く
西
、
"
癨
は

南
、
玄
武
喋
北

を
表
現
し
て
い

ま
す
。

関屋の里プチテラス
□
北
牛
田
堀
プ

チ
テ
ラ
ス

地
乙
の
「
北

牛
田
塑
蚕
え

る
芦

の
皆
さ

ん
も
参
画
し

て
、
街
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
の

た
め
に
花
贋
を

簍
U
F

姙

。

□
関
原
メ
ル
ヘ
ン
プ
チ
テ
ラ

ス
テ
ー
マ
は
グ
リ
ム
竜
話
の
　

「籾
ゆ
ぴ
小
僧
」
。デ
ザ
イ

ン
イ
メ
ー
ジ
は
、フ
ラ
ン
ス

人
建
築
家
ア
ニ
ー
・
ウ
ェ
ー

リ
ー
さ
ん
で
y
。日
本
と
フ

ラ
ン
ス
が
融
合
し
た
小
広
場

が
、
ま
ち
か
ど
に
穉
p
れ
ま

」
た

。

※
プ
チ
テ
ラ
ス
に
は

、
ゴ
ミ

を
信
て
な
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

皆
き
ん
Q

哭
化
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
豕
歹
。

間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
緑
化
係

一
一
(
3
8
8
2
)
I

L
㈹

初

夏

の

施
設
見
学
会

花
し
ょ
う
ぶ
も
見
ご
ろ
で
す

5
月
3
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た

「
う
霤
2

屁
r

、
5
月
2

日
に
新
装
オ
ー
プ
ン

」
だ
　

「
孝
人
会
熈

な
ど

、
区
内

の
公
共
施
設
を
バ
ス
で

恐

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

a
月
1
1
・
1
9
一
日
、い
　

ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
　
～

午
後
t
時
ご
ろ

集
合
・
解
散
場
所

本
庁
舎

♀
住
)
前

見
学
施
設

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
、ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
つ
き

う
き
館
、
考
公
勗

、
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園

対
象

区
内
在
住
の
、1
8歳

以
上
の
健
康
な
方

定
員

各
日
E

洳
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

費
用

無
料
(
昼
食
は
各
自

で
持
参
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
見
学
希
望
百
お

よ
ぴ
「
禀
竟
学
会
愬
手

点
明
記
(
往
復
(
ガ
キ
F
　

枚
に
つ
孝
L
(
)

申
込
期
限

i
鳳
官
消
印

易
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
}
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
-
1
8
　

　
(
3
8
8
2
)
I
I
　
I

㈹
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年

金

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

免
除
期
間
の

あ
る
方
へ

国
民
年
金
に
は
、
追
納
と
い

う
制
忝

あ
2

乗

経
済
的

事
哂
な
ど
で
保
険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
た
開
聞
の
あ
る
万
は
、
1
0

年
前
ま
で
麌
砂
の
ほ
っ
て
保

険
料
兔
{
一
め
る
'
左

が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
昭
和
6
1
年
4
月
以

降
の
免
除
期
間
受
一
鷁

す
る
場

台
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額
に

加
算
が
つ
き
康
司

訛
洙
奮

河
け
た
期
間
は
年
金

額
が
1
分
の
卜
と
し
て
侭
p

れ

ま
于
か
、
追
納
す
る
こ
と
で
年

金
額
を
ふ
や
霎

左

が
莟

菫

す
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎

。

国
民
讐
循

覆

険
料
係

一一
(
3
a
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

お
近
ぐ
の
区
民
事
穆
所
で
年

金
出
張
愎
笨
G

い
ま
す
。

当
E
は
、
国
民
年
金
に
関
す

る
相
談
や
、
足
立
社
簽
保
険
事

務
所
の
年
金
担
当
官
に
よ
る
厚

生
年
金
等
の
相
談
も
受
け
ら
れ

ホ
罵

日
時

5
月
2
5日
・
2
6日
、

午
前
9
時
卯
対～
午
後
t
時

場
所

江
北
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
a
o
)
5
0
6
1

募

集

非
常
勤
職
員

(区
立
保
育
園

保
育
業
務
補
佐
員
)

募
集

採
用
日

平
成
汢

不

月
1
日

募
集
人
数

約
圃
人

応
募
資
格

乳
幼
児
の
保
育
に

熱
莫
が
あ
り

次
の
動
務
内

容
に
適
す

る
健
康
な
女
性

(
1
8歳
以

ぶ
冐

葷

で
)

勤
務
内
容

保
育
、
給
食
調
理

用
務
等
保
育
園
業
務
一
般

勤
務
条
件

原
則
と
し
て
、
週
　

2
4
時
間
以
内
(
金
・
土
・
月
　

曜
日
)
、
1
日
6
時
間
で
t
日
　

も
可

雇
用
期
間

原
則
1

年
間

た

だ
し
、
必
要
に
に
じ
更
新
可

報
酬
等

月
額
1
2万
2

千
円
、

交
通
費
支
給
、
年
次
休
暇
有

応
募
方
法

纜
歴
書
(
写
真
貼

付
)
1

通
奮
a

月
末
日
ま
で

に
保
育
苳
弄
ほ
近
ぐ
の
保

育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
(郵
便
可
)

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
保
育
第
一
係

職
員
募
集

特
別
区
職
員

(
I
類
)

試
験
日

6
月
2
1
日

百
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
5
年

4
月
1
日
以
降

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

表

1
の
と
お
り

郵
送
申
込
期
限

5
月
2
2
日
消

印
有
効

持
参
申
込
期
限

〉
都
内
各
区
　

役
所
…
i
月
2
0
E
～
2
2
日
　

▽
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
　

祕
試
験
課
…
廴
砧
苜
～
2
6
　

日

い
ず
れ

も
、
午
前
1
0時

～
午
後
5
時
ま
で

申
込
書
類
配
付
場
所

都
内
各

区
役
所
、
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
課

郵
便
申
込
・
問
合
せ
先

特
別
　

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
　

課
〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段
北
　

1
1
1
-
4
一
一
(
3
2
　

6
5
)
0
6
7
1

公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
・
I
類

場
所

区
政
会
館
本
館
&
厖
大
　

会
議
室

最
寄
駅
・・地
下
鉄

東
西
線
・
半
蔵
門
線
九
段
下

駅
下
車

徒
歩
3
分

期
間

5
月
2
5
E
、
2
6
日
の
2
　

日
間
、
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
　
t

時
ま
で

内
容

各
区
の
主
要
施
策
等
、

足
立
区
は
5

月
2
6日
(
火
)
　

午
後
1
時
叩
が
ご
ろ
の
予
定

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

人
事
係

表1　 職種および受験資格の概要

( 注) 受 験 資 格 等の 詳 細に つ い て は 、 採 用 試 験 公 告 を 参 照し て く だ さ い 。

株
式
会
社

足
立
都
市
活
性

化
セ
ン
タ
ー

社
員
募
集

資
本
金
の
U
%
台
笠
区
が

出
資
し
て
い
る
第
1
セ
ク
タ
ー
9

舁
や
f

。

応
募
資
格

迴
T
5
0
歳
の
女

性
職
種

損
害
保
険
代
理
業
務
、

一
般
事
務

待
遇

▽
初
任
給
1
5
万
円
昇
　

給
年
1
回
賞
与
年
2
回
　

通
勤
手
当
そ
の
他
▽
勤
務
　

時
間
月
よ
薩
日
午
前
　

1
0
時
～
午
零
蒔
ワ
年
次

右
休
そ
の
他
の
休
暇
有

▽
各
種
竍
荅
保
険
制
度
有

募
集
人
員

人
(
5

月
1
9日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
)

面
接
日

5
月
2
0日
(
纜
歴
濳

持
参
)

入
社
日

平
成
よ
曹
月
1
日

申
込
み
・
問
合
せ
先

呰
笠

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

鈴

木一一
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

相

談

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

否
お
、悩
ん
で
い
る
冫
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。次
の
保
育
園

で
は
、経
験
豊
享
な
ベ
テ
ラ
ン

保
母
が
可
成
相
談
に
応
じ
て
い

ホ
罵
お
子
煢
煢
¥
こ
や
か

な
既
長
の
た
め
に
お
気
軽
縱

」

相
談
く
な
き
い
。
相
談
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

マ
興

野
保
育
園

酉
新
井
本
町
4
　
-
1
9
-
2
3

　
(
3
8
9
0
)
　
3
2
8

…
缸
週
月
・
木
曜

日

▽
親
隣
館
保
育
園

梅

田
4
-
2
9
-
6

　
(
3
8
　
8
9
)
3
8
6
0

・
:
毎
週

水
・
金
曜
日

・▽
新
田
保
育

園

新
田
2
-
1
1
1
0

　

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
・
:

毎
週
火
・
土
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

可

器
大
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

澀
訟
筬
係

教
育
相
談

教
育
セ
シ
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
ぐ
の
奮
鞦
が
る
、
言
葉
が

遅
い
、
落
ち
晢
系
な
い
な
ど

お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
膏
肓
望
実

□
面
接
相
談

区
内
―
力
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。
お
沂
て
の
相
談
室
膏
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

第
2
・
4
士
曜
日
、

日
曜
祝
日
砦
除
く
毎
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
曜
　

日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

　
(
3
　
8
5
9
)
9
5
3
1

マ
綾
瀬
分
室

　
(
3
8
3
　
8
)

『『
5
8
8

▽
鹿
浜
分
室

　
(
3
8
5
　
6
)
7
7
a

□
電
話
相
談

日
時

毎
週
月
曜
大
逐
日
、

午
前
9
時
～
午
咋
蒔
3
0
分

電
話
番
号

(
1
4
)

す
ま
い

都
営
住
宅
入
居

登
録
者
募
集

(あ
き
家
・
新
築

地
元
割
当
分
)

こ
の
募
集
に
は
、
な

」う
一

年
間
に
発
生
か
素
ぎ
れ
る
あ

き
冢
の
入
居
者
菅
沢
か
に
め

決
め
て
お
ぐ
も
の
と
、
新
築
と

が
あ
り
豕
笑

□
募
集
登
録
者
数

あ
き
家

マ
第
一
種
一
般
世
帯

向
:
:
慰
尸

▽
第
二
種
一

般
世
帯
向
:
:
5
7戸

▽
第

一
極
単
身
者
向
:
:
2

戸

▽
第
二
種
単
身
者
向
:
:
2
　

戸
新
築

▽
第
二
種
一
般
世
帯
向

:
:
2
戸
(
胃
井
四
丁
ほ
4
1
　

番
)

□
用
紙
交
付
・
受
付
期
間

5
月
2
1日
～
2
8
E
(土
日
除

く
)

□
用
紙
交
付
場
所

都
市
計
画
課
管
理
係
・
足
立

区
妻
っ
づ
く
り
公
社
・
各
区

民
事
務
所

※
申
し
込
み
資
格
な
ど
ぐ
わ
し

く
は
「
申
し
込
み
の
し
お
り
」

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
佐
)・

都
市
計
画
聽
紬
屎

福

祉

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

の
申
請
を

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

障
害
要
件
に
該
当
呑
れ
る
方
は

手
当
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

□
特
別
障
害
者
手
当

2
0歳
以
上
の
万
で
重
度
の
障

害
が
萱
だ
め
、日
常
牛
活
に

お
い
て
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
温
灸
芳
(
所
得
や
祠
気
等

入
院
、
施
設
入
所
に
よ
る
支
給

の
制
限
が
あ
り
ポ
す
)
。

□
障
害
児
福
祉
手
当

2
0歳
未
満
の
万
で
儼
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
且
暈
痞
に

お
い
て
常
に
介
護
奮
蕎
麌
誉

る
方
(
所
得
や
施
設
入
所
、
公

的
果
菷
稻
に
よ
る
支
給
の
制

限
が
あ
ひ
豕
T
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

障
害
福
祉
係

今
月
は

福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
笵

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

措
黔
芬
)
受
給
者
の
万
は
、
今

月
が
疋
圜
払
月
で
す
。1
0日
ご

ろ
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口
座
に

于
匐
迴
巧
込
み
ま
い
た
。
各

金
融
機
関
で
支
払
い
を
鷽
け
て

ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、今
回
支
給
分
は
平
成

4
年
2
月
～
4
月
分
で
す
か
、

4
月
分
よ
り
表
2
の
三
督
改

定
さ
れ
声
処

。

表2　 福祉手当( 国制度) の手当額改定一覧

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
・

墮
福
祉
係

リ
フ
ト
付
自
動
車
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
内
に
居
匯
支
革
い
す
利

用
者
の
万
な
ど
で
、公
共
交
通

機
関
の
利
用
が
困
難
な
万
に
、

リ
フ
ト
付
自
動
車
(
(
ン
デ
ィ

キ
ャ
ブ
)
奎
何
し
出
匚
罍
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
(
児
)
　

ま
た
は
高
齢
者
等
で
、
車
い

す
忝
ご
利
用
の
方
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
社

皀
伺
秕
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス

の
協
力
会
員
を

募
集
し
ま
す

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
地
域

の
方
々
の
協
刀
に
よ
り
、
区
内
Q

咼
齢
者
の
方
な
ど
に
さ
の
衵

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
提
供

し
て
い
ホ
す
。

こ
れ
は
、「
ご

近
所

同
士

の

助
け
台
D

を

基
本

と
し

た

会
員

制
サ

ー

ビ
ス

制
度
で

す
。
協
力
を
し

て

い

た
だ
け

る
方
(
協
力
会

員
)
は
、
手
助

け
を

受
け

た

い
方
(
利
用
会

員
)
に
対
し
て

サ

ー
ビ
ス

を

提
供
し

ま
す

。

公
社

は
利

用

会
員

か
ら

利

用
料

を
受

け

取
り

、
協
力
会
員
に
同
額
の
謝

礼
を
支
払
い
ま
す
。(
表
3
)

ま

た
、
将
采
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
時
間
を
公
社
に
預
託
す
る
y

に戸
石
で
き
豕
す
。

こ
り
な
旨
、利
用
会
員
が

大
き
ぐ
増
え
、卜
人
で
も
多
く

の
協
刀
会
員
が
必
要
に
な
っ
て

い
末
男
公
社
で
は
、よ
ひ
多

く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

や
弯
地
域
説
明
会
を
開
催
し

ホ
y
。ぜ
ひ
ご
尠
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
お
問
い
合

わ
せ
も
鷽
け
付
け
て
い
ホ
T

の

で

、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

丶
Q
し

表3　 サービス内容と利用料・謝礼

地
域
説
明
会
日
程
・
場
所

表

4
の
こ
お
り

表4　 地域説明会日程・場所

※ 各日とも午後2時～4時30分

問
合
せ
先

足
立
あ
い
あ
い
公

社

‘
(
3
8
5
6
)
0
2

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

相
談
窓
口
が

あ
な
た
の
地
域
へ

病
気
や
事
故
等
の
後
濕
矼
に

よ
り
、
体
に
障
害
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
リ
(
ビ
リ
の
毘
門
相

談
や
補
装
具
、
自
助
具
等
Q
展

示
相
笳
蒼
忖
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
土

豆
擬
法
土
・
看
護
婦
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
相
談
に

応
じ
乖
ゐ
で
、
ご
つ
ぞ
気
軽

に
お
で
か
け
ぐ
だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
電
話
で

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

日
時

i
月
2
0
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

西
部
セ
ン
タ
ー

一
階

卓
球
室

問
合
せ
先

西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

保
険
料
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
世
帯
に
は
、
平
威
4

年
度
保
険
料
の
納
付
書

(
4～
6
月
分
)
翕

送
ひ

」籌
レ
た
。

そ
れ
以
前
の
納
期
の
J
害

た
納
付
書
を
お
持
ち
の
方

は
、
至
急
お
近
ぐ
の
金
融
機

関
、
区
民
事
務
所
等
で
峭
付

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
健
康
保
険
課
保

険
料
係

(肖
)
5
1
4
1
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保

健

・

衛

生

呼

吸

器

病

教

室

講

演

会

『
病
気
と
う
ま
く

つ
き
あ
お
う
』

-
日
常
生
活
の
コ
ツ
-

ザ
ん
息
牙
剛
め
呼
吸
器
病
の

方
が
、
発
作
受
起
こ
さ
ず
に
少

し
で
も
快
適
な
毎
日
を
送
る
た

め
に
、
ど
ん
な
事
に
注
意
し
た

らエ
い
で
し
ょ
う
か
。
元
気
の

で
る
、
役
に
ひ
つ
お
話
を
聞
き

い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
ま
せ
ん

か
?

日
時
y
月
2
6
日
(
火
)
、午
後
　

9
蒔
～
t
時

場
所

竹
の
戔
セ
ン
タ
ー
4
階

対
象

区
内
在
住
の
呼
悠
契

患
の
方

※
公
害
祠
認
定
の
方
に
は
涸
別

通
知
匚
豕
す
。

講
師

渡
辺

鷽
緬
民
(
あ

そ
か
病
院
院
長
)

定
員

?費
用

無
糾

申
込
み
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)
・
公
舎
補
償
係

地
域
栄
養
士
講
習
会

栄
養
指
導
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

成
人
病
の
発
生
予
防
、
鯖
極

的
-

各
職
場
、
在
宅
で
対
心
し
て
い

た
だ
ぐ
た
め
の
講
習
会
で
果

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

i
月
3
0日
(
土
)

午
前
9
既
習
で
正
午

対
象

K
内
在
僅
・
在
勤
の
栄

養
士

講
師

井
上
和
子
氏
(
ダ
イ
エ

ッ
ト
&
ヘ
ル
ス
主
宰
)
管
理

栄
養
L

定
員

6
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限

λ
品
苜
(

金
)

場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
町
　
(
3
8
8
8
)

※
そ
の
他
、
足
立
保
健
『

江

北
、
東
和
、
中
央
本
町
各
保
健

相
談
所
の
栄
養
指
導
扣
当
で
も

翼
け
付
け
嫐
罵

フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級

わ
か
ば
マ
ー
ク
の
パ
パ
と
マ

マ
に
す
て
忝
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
送

旨
墨

。
新
し
い
家
族

耻
肇
池
原
譽
F
i
C

よ
う
。

日
時

6
月
1
8
貝
木
)
、午
後
　

し
時
3
0
分
I
t
時

対
象

朷
妊
婦
と
そ
の
(
I
ト

ナ
ー

内
容

マ
講
義
「
子
供
の
成
長

と
親
の
役
割
」・実
技
「
パ
パ

と
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
ダ
イ

ム
」

▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
そ
の
他

定
員

3
0組

費
用

無
料

場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講

演

会

「
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
」

飲
ま
な
い
と
仕
事
や
人
づ
き

合
い
が
し
に
く
い
状
況
が
あ
る

ア
ル
コ
ー
ル
。
し
か

し
一
方
で

は
、
ぐ

心
な
害
が
あ
'
(ぶ

の
情

報
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

汗
か
き
。
不
眠
。
し
び
れ
、

肝
臓
、
胃
の
障
頁

や
剋

険
信

弓
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
?
　

専
門
医
が
お
話
し
し
豕
す
。

日
時

a
月
8
日
(
月
)
、
午
後

恥

分
V

蒔

卸
分

講
師

市
川
光
洋
氏
(

成
増
厚

生
病
院
医
師
)

場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 3855- 4151
千 住 保 健 所 3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 3880- 5351

お
知
ら
せ

家
庭
用
は
か
り
の
無
料
検
査
と

調
査

冢
庭
用
で
俚
p

れ
て
い
る
ば

か
り
の
無
料
倹
査
奮
付
い
ま
す
。

対
象

体
僞
暇

寓
暖

計
、
血

圧
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
冢

庭
用
の
計
陬
器
(
業
務
用
計

飢
器
は
鏖

呈

言

日
時
・
場
所

▽
5
月
2
7日
(

水
)

…
江
北

セ
ン
タ
ー

▽
5

月
2
9
日

(金
)
‘・
磁

田
セ
ン
タ
エ

エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
内
)

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
　

1
午
後
t
時

間
合
せ
先

東
京
都
計
吸

協

会
・
恵

只
蔔
足
立
区
消
費
者

セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

千
住
区
民
ホ
ー
ル
千

住
児
童
・
老
人
館
の

工
事
の
お
知
ら
せ

千
庄
区
民
ホ
ー
ル
、
千
住
児

童
・
孝
人
館
の
給
排
水
布
ぶ
び

浴
室
。
ボ
イ
ラ
ー
等
の
エ
舉
を

行
い
ネ
罵

ご
不
便
氈
2
…一け
隘
手
か
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
間

G
月
1
日
1

月
3
1日

□
区
民
ホ
ー
ル

施
設
の
貸
し
出
し
牽
甲
止
し

ま
す
。
な
お
、
庭
球
場
・
野

球
場
・
保
養
所
等
の
総
(
に受

け
付
け
娃
け
い
ま
ず
。

□
児
童
館
・
老
人
館

日
常
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
風
呂
は
、
休
み
豕
歹
。

間
合
せ
先

千
住
区
民
ホ
ー
ル
、
千
住
児

童
・
老
人
館

四
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

竹
の
塚
保
育
園
の

移
転
改
築
に
伴
う

所
在
地
変
更
の

お
知
ら
せ

平
成
4

年
―
以

冐

か
ら
次

り
煢
ぢ

奮

ぺに
な
2
C
　

た
。

旧

竹
の
謇

で
1
1

一

新

竹
の
塚
3
I

フ
よ

い一
-
1
0
6

※
電
話
番
号

に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん生

活
環
境

近
隣
騒
音
等
を

へ
ら
す
に
は

近
隣
盂

騒

音
の
苦
呀
が

臺

を

い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
家
庭
用
浄
化

槽
、
空
調
機
の
室
外
機
、
燮

丿

住
宅
内
等
の
騒
音
等
が
多
く
含

ま
れ
て
い
埀
t
y
。
こ
れ
ら
は

、

多
く
の
人
が
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
ひ
や
す
い
と
い
う
特

徴
が
あ
2

手

。

ま
た
工
場
・
作
業
場
等
の
公

害
と
比
べ
て

》
規
制
に
な
に
み

に
く
い
▽
対
策
に
決
め
手
か
な
I

身
の
去

ぢ

ぶ

否

恙

翠
音

を
啄
一
ぐ
た
め
に
は
、
次
の
ぶ
つ

な
配
慮
が
必
脣
に
な
2

ヂ

。

□
家
庭
・
住
宅
設
備
(
浄
化
槽
・

給
水
タ
ン
ク
・
空
調
機
・
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
)

マ
騒
音
・
振
動
が
発
生
す
る
お

そ
れ
9

貿

護

鰐
は

、
夜
間
の

騒
音
を
出
さ
な
い
ぷ
っ
に
庄
意

し

、
使
用
時
間
に
気
を
つ
け
る

。

▽
愿

蒋

磅

冴
喟
入
寸
三
漂

は
、

低
憖
?

低
振
動
の
機
種
を
選

ぶ
。
マ
凱

笑

き
い
と
き
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
冫

芦

迴

音
対

季

恚

。
マ
故
障
を
辰
酘
廿
f

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
行

う
。

□
家
庭
用
機
器
(

掃
除
機
・
洗

濯
機
・
乾
燥
機
・
電
動
工
具
な

ど
)

▽
-

購
入
の
際
に
盛
験
音
の
機
種
を

選
び
。
設
戳
涓
垪
蝠
i

ぞ
る

。

マ
早
朝
・
深
夜
の
使
用
を
避

け

る

。

□
音
響
機
器
・
ピ
ア
ノ
等

▽
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
ー
ス
テ
レ

オ
ー
ピ
ア
ノ
等
奮
蕕
ぶ
夊
砌

合
は
、
音
が
外
に
も
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
時
間

帯
・
場
所
に
配
慮
し
。
隣
人
に

浹
餓
澎
か
け
な
い
ぶ
つ
に
す
久
'
。

▽
深
夜
喘
ボ
リ
ュ
ー
ム
岑
尹
げ

る
か
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
・
弱
音
装

置
奎
罩
?
る
。

-
な
と
地
域
社
会
の
環
境
は
、

一
人
ひ
と
ひ
が
隣
人
へ
米
礇
謇

か
け
な
い
ぶ
氛

浴

畜

にと

で
快
適
に
保
た
れ
ホ
一
t
y。

《
環
境
課

》

文

化

5
月
は

図
書
館
振
興

の
月
で
す

暮
ら
し
の
中
に
も
っ

と
も
っ
と
図
書
館
を

一
九
七
一
年
に
、
日
本
の
図

書
館
界
は
、図
肖
館
記
念
日
(
4

鳳

胃
)

に
綺
ぐ
泛
月
L
カ
月

問
を
「
図
肖
館
振
興
Q

月
」
と

饗

望
r

だ

。
足
立
区
で
も
、

区
民
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
利
用

し
て
い
た
だ

り
ゃ
ぷ
っ
、
さ
ま

ざ
豕
な
甼
裏
金

天
施
し
て
煮
ま

し
た

。

七
一
年
に
は
&
館
だ
っ
た
の

が
、
現
在
は
1
6
館
に
朋
え
、
全

館
が
万
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぱ
れ
ま

し
た
。
お
近
ぐ
の
図
書
館
で
区

内
全
館
の
資
料
の
所
在
が
わ
か

り
、
お
求
め
の
資
料
は
、
す
ぐ

に
取
9
存
る
乙
y
に
一
が
で
重
ぶ

す
。本

だ
け
で
な
ぐ
、
新
聞
・
雑

誌
等
い
ろ
い
ろ
取
り
そ
ろ
兄
て

お
2

ヂ
の
で
、
こ
の
機
会
に

ご
つ
ぞ
'
莉
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
膺
館

四
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

健
康
で
快
適
な
住
ま
い

足
立
区
建
築
物
衛
生

指
導
要
領
の
制
定

健
康
で
戛

な
生
活
翕

く
る
な
め
に

、
良
好
な
圧
ま

い
の
厦
保
夲
a

指
し
て

、「
足

立
区
建
築
物
衛
生
指
導
要

領

」
を
爬
n
乖
じ

た

。

<
f
r
R
、
屡
踴
や
ほ
建
築

確
認
申
請
時
の
図
面
審
査
や

完
了
検
査
時
に
、
建
物
の
所

有
者
に
環
境
衛
隼
上
の
指
導

助
譽
跖
い
求
y
。

対
象

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
多

数
の
者
が
使
用
し

、
利
用

寸
気
も

の
で

。
次
の
い
ず

れ
か
の
建
物
(

特
定
建
築

物
啻
隊
く
)

▽
延
べ
床
面

磧
1
千

㎡
以

上
の
も
の
　

▽
容
翳
が
1
0
㎡
を
勇
え
る

飲
料
水
用
受
水
槽
啻
育
す

'茗

の

項
目

▽
室
内
空
気
環
境
に
関
す
る

i
▽
飲
料
水
に
関
す
気
y
にと

マ
排
水
に
関
す
‘
{
¥
に
と

▽
戸
原
肌
理
に
関
す
又
w
に
と

マ
ね
ず
み

、
衢
生
害
中
に
関

畜

左

な
お
住
ま
い
の
ボ
や
空
気

環
境
、
ダ
ニ
対
策
等
の
相
談

に
も
応
じ
て
お
ひ
季

ゐ

で

、

気
軽
に
お
問
い
二
[わ
せ
ぐ
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

足
立
保
鴟
町
衛

牟
堀
導
課
環
境
衛
生

(
a
)
4
t
4
T
‘
　

千
住
保
解

一
衛
生
指
導
課

環
境
衛
生

(
自
)
4
9
7
?

掲示
板

□
来
春
の
新
規
学
卒
者
を
対

象
と
し
た
求
人
受
理
説
明
会

日
時

―

犲
u
(

水
)
、

午
後
1
時
～
t
時

場
所

産
業
振
興
館

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
厦

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

(
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
(
学
卒
部
門
)

・
‘
(
a

χ
7
0
)
8
Q
u
9

□
短
期
講
習

「
2
級
簿
記

」

対
象
者

―
級
簿
記
の
受
験

盒
碯
u

て
い
る
在
職
者

定
員

5
0人
(
先
煮
咄
)

受
付
日
時

5
月
侈
は
～
2
2
　

日
(
初
日
の
み
午
後
1
時
　

1
時
、
2
日
以
降
午
　

前
1
時
～
午
後
7
時
)

授
業
料

7
千
刈
円

日
程

6
月
1
5
E
～
1
0
月
3
0
　

日
9

函
回
(
月
、
水
、

金
曜
日
の
午
憮
&
恥
分
　

よ

詩
卯
忿

問
合
せ
先

足
立
高
等
職
業

技
術
専
門
校

霓
3
6
0
5
)
6
t
L
a
8

あ
な
た
の
相
談
室

困
っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

問
合
せ
先

足
立
区
役
所
本
庁
舎
(
千
住
)
1
階
区
民
相
談
室

所
在
地

千
住
1
-
4
-
1
8
　
3
8
8
2
-
1
1
1
1
(代
)

法
律
相
談

税
務
相
談

不
動
産

相

談
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空
き
缶
プ
レ
ス
機
な
ど

無
料
で
貸
し
出
し

集
団
回
収
を
行
っ
て
い
る

(
行
う
予
定
の
あ
る
)

町
会
・

自
治
会
に
空
き
匈

プ
レ
ス
機

。

捩

花

物
の
一
時
保
管
用
倉
市

(
プ
レ
(

ブ
)
を
無
料
r

吋
し

出
し
ま
す

。

□
空
き
缶
プ
レ
ス
機

対
象

▽
現
在

、
空
き
隘
の
回

収
岑
愕
っ
て
い
る
町
会
・
自

冶
会
x

屡

、
愿
き
缶
の

回
収
を
行
う
予
定
の
あ
る
町

会
・
自
治
会

貸
出
し
物
品

電
動
、
自
動
選

別
機
能
(
ス
チ
ー
ル
、
ア
ル

ミ
)
付
き
の
t
(・鼠
投
入
型
(
電

源
囹
W

要
)

貸
出
し
数
量

Ⅲ
台

□
保
管
用
倉
庫
(

プ
レ
ハ
ブ
)

対
象

マ
現
在
、
集
団
回
収
を

行
っ
て
い
る
、ま
に
は
今
後
、

集
団
回
収
を
行
う
予
定
の
あ

る
町
会
・
自
治
会

▽
圈
世

帯
以
上
の
世
帯
数
壹
早

る
　

町
会
・
自
治
会

※
1
0
0世
帯
に
満
た
な
い
場
合

は

、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貸
出
し
物
品

床
。面
穡
6
㎡
程

度
の
プ
レ
(
ブ
倉
庫

貸
出
し
数
量

川
棟

※
設
置
場
所
が
確
保
で
き
る
町

会
・
自
治
会
に
隰
y
ヂ
(
公

園
等
の
公
共
用
地
は
不
可
)
。

-

い
ず
れ
も
-

注
意
事
項

▽
申
し
込
み
の
あ

っ
た
町
会
・
自
冶
会
に
は
、

選
考
の
資
料
温
三
だ
の
箔

動
状
況
等
の
調
杏
髷
澎
還
付

し
ま
す

▽
集
団
回
収
を
や

め
た
場
肖
に
は
、
貸
し
出
し

物
品
奮
返
却
し
て
い
た
だ
き

ま
す

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限

6
月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

斤
奉∵
リ
サ
イ
ク
ル
推
濫
蔬

a
(
a
)
5
2
0
6

フリ ーマ ーケット

出店者募集

ゴ
ミ
の
減
耻
忌
彖
の
再
利

用
の
た
め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ

卜
壷
開
催
匚
差
実

家
庭
内
で

眠
っ
て
い
る
不
用
品
や
不
便
用

品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
せ
ん

か
。

日
時

6
月
7
日
(
日
)
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
(
雨
天
の
　

塲
台
は
中
止
)

場
所

梅
島
第
一
小
学
校

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
還
慮
ぐ

だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
庄
・
在
動
の
方

※
食
品
や
薬
品
等
の
販
売
、
営

利
奮
品
y
す
る
万
は
不
可

募
集
区
画

8
0区
画
(
先
袴

順
)
。
人
1

区
画
(
2
m
x
　
2
m
)

ま
で
で
、
手
持
出
店

に
限
り
豕
す

出
店
料

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
、
ま
た

は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
　

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
涯
課
　
`

一一
(
1
)
5
2
0
6

初 夏 の

探 鳥 会
舎人公 園

散
歩
%
分
で
の
ん
び
り
と
、

初
夏
の
舎
人
公
園
で
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日
本
野
鳥
の
会
の
指
導
員

も
蔘
加
匚
汞
す
の
で
、
初
め
て

の
方
で
も
楽
し
箜
豕
了
。

日
時

5
月
3
1日
(
日
)
、
午
前

1
0時
～
H
時

※
m
大
の
場
白
は
中
止
。

集
合
場
所

左
図
の
と
お
り

問
合
せ
先

水
こ
保
の
公
社
　

゛
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

情 報 コ ー ナ ー

生活の科学教室 不安をなくす食生活
日 時 ・内 容 右 下 表 の と お り
対 象 区 内 在 僅 ・ 在 勤 ・ 在 学 の 方
講 師 増 尾 清氏( 元 都 ・ 消 費 者 セ

ン タ ー 試験 研 究 室 長)
定 員 32 人( 抽 選)
費 用 無 料
申 込 方法 往 復 ハガ キ に 住 所 、 氏

名 、年齢 。電 話 番 号 、「不 安 を な
く す 食 生 活 希望 」 と 明 記

申 込 期 限 5 月25 日 必 橢
※ 子 育て 中 の 女 性も 安 心 し て 学 べ
る よ う に 、2 歳 以 上学 齢 前 のお 子
さ ん を 保 育し ま す 。希 望 す る 方 は 、
子 供 の 名前( フ リ ガ ナ) 、生 年 月 日 。
性 別 も 記 入し てく ださ い 。
な お 、保 育 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 、

6 月3 日、 午後1 時30分から 行い
ます。
場所・申込・問 合せ先 消費者セ

ンタ ー 〒123 梅田7- 33- 1　
エル・ソフ ィア内

03880- 5385

意欲ある 女性の参加をお 待ちしていま す

第9 期　あだち女性大学
「つ く ら れ た 女 から 創 る 女 へ 」

が 基 調 テ ー マ。 家 庭 や 職 場 、 地 域
社 会 、 世 界と の か か わり を 見 直し
な が ら 、 身 近 に あ る 女 性問 題 と そ
の 解 決 を 考 え ま す 。
期 間 6月2日～12月8日( 宿泊　

を 含 め 全23 回)
時 間 午後6時45分～8時45分
日 程 ・ 内 容 下 表 の とお り
対 象 区 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在学 の 女

性
定 員 50人( 抽 選)
費 用 無 料( た だ し 、 宿 泊 費 用

5, 000 円 程 度 、 書 籍 代 等 実 費 負
担)

申 込 方 法 往 復 ハ ガ キ に 住 所 、 氏

名( フ リ ガ ナ) 、 年 齢 、 職 業 、 電
話 番 号 。希 望 理 由 、「女 性 大 学 参
加 希望 」 と 明 記

申 込 期 限 5 月22 日 必 着
※ 子 育 て 中 の 女性 も 安 心 し て 学 べ
る よう に 、2 歳 以 上 学 齢 前 の お 子
さ んを 保 育し ま す 。希 望 す る 方 は 、
子 供 の 名 前( フ リ ガ ナ) 、生 年 月 日 、
性 別も 記 入し て く だ さ い 。 な お 、
保 育 オリ エ ン テ ー シ ョ ン を 、5 月26

日 、午 後6 時30 分 か ら 行 い ま す 。
場 所 ・申 込 ・ 問 合 せ 先 女 性 総 合

セン タ ー 〒123 梅 田7- 33- 　1
エ ル ・ ソ フ ィ ア 内

S3880- 5222

み ど り と し ょ う ぶ ま つ り

日 時 6月13・14日、午前10時～午　
後4 時

場 所 し ょう ぶ 沼 公園( 千 代田 線
北 綾 瀬 駅 下 車 徒 歩1 分)

内 容 し ょう ぶ 田 の 開 放 、緑 の 相
談 、 生 垣 見本 の 展 示 、 花 と 縁 ・

園 芸 用 品 等 の 即 売 、 苗 木 ・ 土 の
配 布 、 ふ れ あ い 動 物 園 等

※ 雨 天 の 場 合 、 中 止 する 催し 物 も
あ り ま す 。
問 合 せ 先 水 と 緑 の 公社

S3838- 8126

「 ほたるの夕ベ」
中止のお知らせ

毎 年 、6 月 上 旬 に 元 溯 江 公園 で
行 っ て い た「 ほた る の 夕 べ 」。 今 年
は 、 生 物 園 の 建 設 工 事 の た め 、 中
止 と な り ま す 。

平 成6 年6 月 に は 、 再 び 、 た く
さ ん の ほ た る を ご 覧 い た だ け る 予
定 で す 。ど う ぞ 、ご 期 待く ださ い 。
問 合 せ 先 中 央 本 町 庁 舎 ・ 公 園 管

理H系H3880- 5261

第31回　足立区
フォークダンス大会

日 時 5月24日( 日) 、午前11時　～
午 後4 時

場 所 梅 田 セ ン タ ー
対 象 16歳 以 上 の 区 民
費 用 500円
申 込方 法 費 用 を 持 参 の う え 、 当

日 直 接 会 場 へ
申 込 ・ 問 合 せ 先 足 立 区 フ ォー ク

ダ ン ス 連 盟 ・ 長 谷 部
H3881- 9065

少年活動リーダー講座　- 第2期-
レ ッ ツ ・レ ク リ エ ー シ ョ ン

子ど も た ち と 一 緒 に 楽し め る ゲ
ー ム の 数 々を 紹 介し ま す 。
日 時 ・ 場 所 ・内 容 右 表 の と お り
対 象 16歳 以 上 で 、 区 内 の 青 少 年

団 体 で 活 動し てい る 方 、 ま た は
地 域 活 動に 興 味 のあ る 方

費 用 無 料
申 込 方 法 電 話 、 ま たは ハ ガ キ に

住 所 、 氏 名( フリ ガ ナ) 、生 年 月
日、電 話番 号 、所 属 団 体 名 、「レ

ツツ ・レ ク リ エ ー シ ョ ン 希 望 」
と 明 記

申 込 期 限 6 月2 日
申 込・問 合 せ 先 本 庁 舎( 千 住) ・

少 年 育 成 係 〒120 千 住l - 4　- 18I I 3882- ni l ( 3

青年 セン ターの催し
カヌー体 験

初 夏 の 風 が さ わ や か に そ よ ぐ
中 、あ な た も カ ヌ ー を 体 験 し て み
ま せ ん か 。
日時 6 月14・21・28日( 全3 回) 、

各日とも午前10時～正午( 雨天　
決 行)

場 所 荒 川 河 川 敷 「虹 の 広 場 」
対 象 高 校 生 以 上 で 、 脉 げ る 方
定員 20人( 抽 選)
費 用 500円( 傷 害 保険 料)
申 込 方 法 往 復 ハ ガ キ に 住 所 、 氏

名 、年 齢 、電 話 番 号 、「カ ヌ ー 体
験 希望 」 と 明 記

申 込 期 限 6 月2 日 消 印 有 効

映像で見る世界
第13 回「 私 た ち と 熱 帯 林 」

自 然 の宝 庫 で あ る 熱 帯 林 が 、今 、
驚く ほ ど の スピ ード で 消 滅し つ つ
あ り ま す 。 今 回 は 、 そ の 背 景 と 現
状 を 映 像 資 料 を 通し て 考 え ま す 。
日 時 5 月20 日( 水) 。 午 後7 時

～9時

応援し ます　あ な た の 子 育 て

□ 子育 て サ ロ ン
若い お 母さ ん同 士 で 、 子 育 て に

つ い て の 自 由 な お し ゃ べ り を 楽し
んで み ませ ん か 。
日 時 5月20日( 水) 、午前10時　～

正 午
□ 子育 て通 信 「 ら っこ 」 づ く り

子育 て の体 験 や必 要な 情 報 を 素
材に 、新 聞 づ く り を 行 って い ま す 。
日 時 5月22日( 金) 、午前10時　～

正 午
※ お 子 さ ん の 保 育も 行 い ま す 。く
わ し く は 、お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

-

い ず れ も -

場所( カヌ ー体験を除く) 青年
センタ ー

費 用( カヌ ー体験を除く) 無料
申 込方法( カ ヌー体 験を除く)

当日直接会場 へ
申込・問合 せ先 青年 センタ ー

〒123 西新#1- 4- 17
03890- 0061

RECYCLE PAPER
- 森林資源を大切に-

H. I . 240. 000


